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ＩＳＯ１４００１の運用

環境監査

当社では､２００２年２月に全社一括でＩＳＯ１４００１の認

証を取得し､それ以降継続的な改善を進め、現在まで認証の

登録を維持しています。

認証の範囲は、本社と１０支店及びその管理下にある建設工事

の作業所です。

環境保護活動の目標は、マネジメントレビュー結果に

基づき、毎年度初めに『全社環境保護活動計画』を策定

しています。

ＰＤＣＡの推進は、全社・部門内・作業所の単位で、活動計

画・実行・評価・改善を展開しています。

当社は『「創造する喜び」を通じて、豊かな人間社会の実現に

貢献する』という経営理念のもと、ステークホルダーの皆様に

貢献する企業であり続けるために、全社的な環境保護活動を実践

し、継続的な改善をすすめています。

①

創造する喜びを通して、
豊かな人間社会の実現に貢献します。

株式会社弘電社は、経営理念

『弘電社は、「創造する喜び」を通じて、豊かな人間社会

の実現に貢献する。』

に基づき、ステークホルダーの皆様に貢献する企業であり

続けるよう努力します。

環境マネジメントシステムの遵守及び効果的な運用となる

ように継続的な改善を進めます。

具体的には、以下の事項を推進します。

１．お客様の事業活動の質的向上と環境負荷低減の両方で

お役に立つよう省エネ対策等のシステム提案を積極的

に進めていきます。

２．法規制及び外部との約束を遵守します。

３．環境汚染予防を目指した活動を展開し、地球環境保護

へ努力します。

20２３年４月３日

当社では、ISO14001の認証取得以降、年１回外部審査

機関による定期審査を受けています。

また、外部審査の前に内部監査を実施しています。内部

監査の対象場所は、年度初に作成する内部監査年間計画書

により決定した部門と作業所で、２０２２年度は１５ヵ所

（うち作業所数は６）で実施しました。

内部監査の結果、指摘等の検出件数は０件でした。また、

指導項目も報告されず、良好事例の報告が３件ありました。

内部監査は有効に機能していると判断しております。

一方、外部審査は、２０２２年１１月に再認証審査を受

審しました。審査の結果、観察事項が２件発見されました

が、組織の環境マネジメントシステムは効果的に運用され

ていると判定され、２０２３年１月２３日付で「認証の維

持継続」を承認されました。

今後も実質的な効果に結び付くよう、継続的な

改善を推進してまいります。



2022年度の環境保護活動計画と実績
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当社では､環境方針を具体的に展開するために明確な環

境目的・目標を設定し､その目的・目標を達成するために実

施計画をたてて活動しています。

目標を達成できた項目については現状維持､又は目標値

を上げて活動を継続推進し､達成できなかった項目につい

ては、改善していきます。

テーマ 環境目的 環境目標 年度目標値 年度実績 状況改善事項・課題等 自己評価

低炭素社会の実現
省エネルギー
（電力）の促進

電力使用の削減

７５３
MWh

６８６
MWh

● 計画通り達成。
● 今後も継続して目標値
の達成を目指す。

【目標】
使用量を１％/年 削減

循環型社会の形成
（廃棄物の削減）

一般廃棄物の削減

一般廃棄物の削減

２４.０ t
（一般廃棄物）

２７.２ｔ
（一般廃棄物）

● 組織改編によるレイ
アウト変更などによ
る廃棄物の増加が影
響した。

● 今後も継続して目標値
の達成を目指す。

【目標】
排出量を３％/年 削減

順法活動の推進
順法管理と環境
汚染予防の推進

「環境法規及びその他
の要求事項順守の定期
的評価シート」の運用
徹底

０件
（違法件数）

０件
（違法件数）

● 計画通り達成。
● 気を緩めることなく、
今後も継続して達成を
目指す。

【目標】
●違法件数の発生 ０件
●クレーム件数 ０件

０件
（クレーム件数）

０件
（クレーム件数）

● 計画通り達成。
● 気を緩めることなく、
今後も継続して達成を
目指す。

環境保護活動の推進
環境マネジメント
システムの適正
かつ効果的な運用

ＥＭＳの効果的な運用

０件
（重大不適合件数）

０件
（重大不適合件数）

● 計画通り達成。
● 今後も継続して目標値
の達成を目指す。

【目標】
重大不適合の発生 ０件

自己評価記号

計画通り達成 未達成

お問い合わせ先

技術本部 品証・環境部
TEL：03-3543-9871   FAX：03-3545-2925

東京都中央区銀座5丁目11番10号
http://www.kk-kodensha.co.jp/

②

創造する喜びを通して、
豊かな人間社会の実現に貢献します。


